平成29年度全国子ども会安全共済会様式変更について

1.変更内容（加入・契約関係）
 (1)〈共済様式〉加入-01　共済契約申込書
住所欄を「団体住所」欄と「書類配布先住所」欄に分けて設定

 (2)〈共済様式〉加入-02　契約申込書
住所欄を削除

 (3)〈共済様式〉加入-11　加入申込書・加入者名簿１
①単位子ども会のフリガナ欄を設定
②育成会代表者および子ども会会長の性別欄削除
③加入者数および共済掛金欄の表示変更
④追加加入の場合の表示欄を設定

 (4)〈共済様式〉加入-12　加入者名簿2
変更なし

 (5)〈共済様式〉加入-13　年間行事計画書
①単位子ども会のフリガナ欄を設定
②「新規」提出および「追加・変更」提出の表示欄を設定

(6)〈共済様式〉加入-21　変更届
①団体名、単位子ども会名欄の位置を変更
②代表者変更届の表示形式の変更
③代表者変更届の押印廃止
④代表者変更届に変更日欄を設定


2.変更内容（請求関係）
(1)〈共済様式〉請求-01　事故第一報報告書
　①「都道府県・指定都市子連受付欄」の場所を下段から宛先の下（上段）へ移動しました。
　②「地区・学区」欄を「市区町村子連」欄の下に設定　→　必要に応じて記入してください。
　③「都道府県・指定都市子連」確認欄を設定しました。「安全共済会加入有無」「共済掛金入金の有無」の確認を書類受付後表示します。表示は確認日を記入願います。
　　※平成28年度文部科学省による全子連立入検査において、安全共済会の加入者の加入確認と掛金入金確認を徹底するようにとの指導がありました。

(2)〈共済様式〉請求-11　医療共済金　請求書兼事故証明書
　①「災害状況報告書兼事故証明書」の発生日付欄に「曜日」欄を設定しました。
　②「都道府県・指定都市子連確認欄」に「掛金入金確認」欄を設定しました。

(3)〈共済様式〉請求-12　個人情報の取り扱いについての同意書
　①3つの医療機関が連記できるように変更。受診した医療機関が3か所以内であれば1枚の用紙で対応可能になります。
　②宛名に印字されていた「病院・接骨院」の表示を削除。（医療機関の表示が「○○クリニック」等一定でないため。）

(4)〈共済様式〉請求-21　医療報告書
　宛名（公益社団法人全国子ども会連合会）を表示しました。

(5)〈共済様式〉請求-22　柔道整復施術報告書
宛名（公益社団法人全国子ども会連合会）を表示しました。

(6)〈共済様式〉請求-31　死亡・後遺障害　請求書兼事故証明書
　①「災害状況報告書兼事故証明書」の発生日付欄に「曜日」欄を設定しました。
　②「都道府県・指定都市子連確認欄」に「掛金入金確認」欄を設定しました。

(7)〈共済様式〉請求-32　後遺障害診断書
　①名称を「診断書」から「後遺障害診断書」に変更しました。
　②診断を受けた人の表示を「被害者」から「患者（被共済者）」に変更しました。
　③障害等級、賞状固定日等の表示を整理して表示しました。

※変更のない請求関係様式…〈共済様式〉請求-33　同意書、〈共済様式〉請求-34　委任状
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様式の変更に伴い、平成28年度までの様式は使用できませんのでご注意下さい。
